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地方自治法第１９９条第４項の規定による定期監査の結果は、次のとおりである。

１ 監査の対象

平成２７年度における財務に関する事務の執行、経営に係る事業の管理が効率的に

行われているかについて、本年度執行予定の事業計画や課題と対照させながら、すべ

ての課等を対象とし、美馬市監査実施計画に基づき決算審査に併行して実施した。

２ 監査の期日

平成２８年８月１６日から平成２８年８月２２日まで

３ 監査の方法

各課等から定期監査調書及び付属資料等の提出を求め、関係部課長等から事情を聴

取し、併せて関係諸帳簿及び書類等について調査し、監査を行った。

４ 監査の結果

監査の結果、財務に関する事務の執行、経営に係る事業の管理は、概ね適正に行わ

れているものと認められたが、その一部において、次のとおり要望事項が認められる

ので適切な措置を講じられたい。なお、軽易な事項については、その都度関係者に改

善又は検討を要望した。

５ 要望事項

① 水道部

簡易水道事業との統合などの課題があるため、企業経営により一層努力しなけれ



ばならない。職員一人一人が業務内容に精通され、どのように経営すべきか考え

ていただきたい。

② 企画総務部 企画政策課

地方交付税については、平成 27年度以降「合併算定替え」と呼ばれる加算が段

階的に削減され、交付額の減少は避けることができない状況となっている。事業

の積極的なスクラップ・アンド・ビルドを促し、予算の削減を基本とした長期的

展望に立って取り組んでいただきたい。

③ 企画総務部 税務課

職員の努力により不能欠損が減ってきている。今後も税負担の公平性を考慮して、

滞納がわかった時点で早期の対応を行うなど、なお一層の努力をしていただきた

い。

④ 経済建設部 農林課

随意契約についてはそれぞれ理由があると思うが、安易に随意契約するのではな

く、内容を十分精査し、常にコスト意識を持って契約にあたっていただきたい。

また、補助金についても同様に、交付した団体等から必ず業務内容の報告を受け、

確認、指導を行っていただきたい。

⑤ 消防本部

市民の生命・財産などを守る立場から、十分な職員数を確保していただきたい。

その上で、職員の新規採用にあたっては、前倒しで採用するなど計画的に行って

いただきたい。

⑥ 市民環境部 市民・人権課



窓口では現金の取扱いがあるので、十分に注意し、不正の起こらない業務体制を

心がけていただきたい。

⑦ 市民環境部 環境下水道課

下水道事業の加入率が県下でも低い状況だが、加入率促進のため個別訪問等を粘

り強く行うなどの対応を続けていってほしい。また、下水道使用料の徴収につい

ては、水道部と連携をとりながら早めの対応を心がけていただきたい。

⑧ 保険福祉部 長寿・障がい福祉課

随意契約について、安易に随意契約するのではなく、内容を十分精査し、常にコ

スト意識を持って契約にあたっていただきたい。

⑨ 保険福祉部 子どもすこやか課

随意契約について、安易に随意契約するのではなく、内容を十分精査し、常にコ

スト意識を持って契約にあたっていただきたい。

⑩ 保険福祉部 保険健康課

多くの人に特定健診の受診をしてもらうために、創意工夫を重ねていただきたい。

また、国民健康保険税の収納については、できるだけ不納欠損がでないように税

務課と連携し、早期に対応していただきたい。

⑪ 保険福祉部 各保育所

臨時職員が正規職員よりも多くなっており、正規職員の負担が大きくなっている。

美馬市の未来を担う子どもたちのためにも正規職員への配慮をお願いしたい。ま

た、事務的な業務も多いことから、保育士には保育に専念できる体制を整えてい

ただきたい。


